「赤鼻のトナカイ」とわたしのチームづくり（特集：わたしのチームづくり） by 茂出木, 理子 et al.
2016． 9 　　大学の図書館 141
特集：わたしのチームづくり
「赤鼻のトナカイ」とわたしのチーム作り
茂出木理子
はじめに
　私の管理職としての一番の目標は「自分が
いなくなった後でも動く組織を作ること」で
す。動くというのは、そのままの状態を維持
することではなく、文字通り「動く」ことで
す。それが望んでいた方向でなくとも、動か
ないよりは動いた方が断然いいです。
　なぜなら、チームに一番大切なことは「澱
まない」ことだからです。どんなに尊敬すべ
き上司・先輩が拓いてくれた道筋だとしても、
それを丁寧になぞっていくだけでは、いずれ
破たんします。ドナルド・ショーンが唱えた
ように“reflection-in-action”（経験している
間の内省）がない仕事は危険信号です。
私がチームとリーダーを意識したとき
　私が入職して最初に配属されたのは、1人
職場の図書室でした。「チーム？先輩？なに
それ？」からのスタートでした。恵まれたス
タートだとは思えませんが、自分で考えない
と誰も仕事を振ってくれないという環境で、
逆に「リーダーシップ」を強く意識したので
す。当時の心境を言語化すれば「私は、私自
身のリーダーである！」です。
　6年後、学術情報センターに係員で異動に
なり任された仕事は、ベテランの非常勤職員
13 名の方々を取りまとめ、「学術雑誌総合目
録」を編さんし、期限内に冊子体を刊行する
業務でした。その仕事に関しては、チームの
誰もが私より詳しく、私はまったく何も分か
らないという状況でした。そして、こういう
状況だからこそ、私は強烈にチームを意識し
ました。意識をしなければ、任された業務が
全うできないと考えたのでしょう。
　毎週『クララ通信』というスタッフ新聞を
発行しました。この通信では「今、何に困っ
ているのか、次に何をしたいのか」を私の言
葉で書き続けました。リーダーシップ論的に
言えば、この通信は、チーム全体の情報共有
とスタッフの自律性を重んじ、未来をビジュ
アライズしてチームに見せることを目指した
ツールであったと言えます。
　改めて、当時チーム作りにおけるリーダー
について意識したことを言語化すれば、以下
の 3つです。
　1．リーダーは、1つの「役割」である。
　2．その役割は「人を助けること」である。
　3． だから、リーダーは現場を見て、聞いて、
素直に感じなければならない。
　これらの経験を通して、私の理想とする
リーダー像ができてきたように思います。そ
れは「風光明媚なリーダー」です。これは
2014 年の講演会で発言したことですが、こ
こに至るまでの展開は、講演録注）（『館灯』第
53 号収録）をお読みください。
♪赤鼻のトナカイとチーム論
　課長職になって 3年目の 2008 年 11 月、図
書館総合展の壇上で、私はご機嫌にアカペラ
で「♪赤鼻のトナカイ」を歌っていました。
　赤鼻のトナカイは「いつも」赤い鼻をから
かわれて泣いていました。そこで登場するの
が「ある年」異動してきたサンタA氏です。
（以下、勝手な私の推測ですが）おそらくサ
ンタA氏は、前任者サンタX氏から「うち
のチームには泣いてばかりで役に立たないト
ナカイがいてさぁ、いろいろ困ってんだけど、
ま、よろしく頼むわ」的なことを言われたに
違いありません。ここでサンタA氏の偉い
ところは、赤鼻が泣いてばかりで役に立たな
いというそれまでの常識をひっくり返し、「赤
い鼻が夜道を照らすライトに使える」と軽や
かに言ってのけたことです。さらにサンタ
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A 氏の手腕は、赤鼻に役目を与えただけで
はなく、他の黒鼻のトナカイたちにも及んだ
はずです。泣いてばかりだった赤鼻がいても、
そのチームが平均的な働きをしていたという
ことは、黒鼻のトナカイたちの頑張りがあっ
てのことです。サンタA氏がそのことを労
わないわけはないのです。このように、赤鼻
をただ慰めるのではなく、冷静な観察でチー
ム力を高めて、成果を上げることに、チーム
で働く面白さがあると私は実感するのです。
そしてサンタA氏が「長年にわたって幅を
利かせてきた職場における常識」をサラっと
克服したことに、私はリーダーの役割の基本
を見るのです。
30 歳を過ぎたからと言って……
　もう 1つ思い出話をしましょう。ある研修
会で「私も 30 歳を過ぎて若手とは言えない
年齢になりましたが、この先どのように研鑽
を積めばいいのでしょうか？」という質問に、
講師役だった某大学図書館の部長が「30 歳
を過ぎたからと言って、いきなり実力はつか
ん！」と言われたことが忘れられません。
　確かに、係長になったからと言っていきな
りリーダーとしての実力は降ってきません。
スタンフォード大学のクランボルツ教授の理
論で「個人のキャリアの 8割は予想しない偶
発的な事象によって決定する」がありますが、
これも素敵な偶然を待っていたらキャリアが
築けるという意味ではなく、むしろ、「起き
てしまった事を最大限に活用する」というア
クティブな姿勢が重要なわけです。
　では、リーダーとしてどういう姿勢が「素
敵な偶然」を招くのか？ 単純に言えば「起
こったことを楽しむ余裕」でしょう。「起こっ
たことを楽しむ」という観点から言うと、
PDCA（Plan, Do, Check, Act）サイクル手
法には少し疑問を感じます。昨今の経営論で
は、「PDCAは古い。OODA（Observe, Orient, 
Decide, Act）だ」と言われているようですが、
「最初に計画ありき」の PDCAよりは、「最
初に観察ありき」のOODAの方が、より現
場スタッフとの共感を基にした行動（Act）
になるように私は思います。
これからリーダーになる方へ
　私は、リーダーに求められるスキルのうち
で一番大事なことは「素早い判断と決断」だ
と考えます。それは、スタッフの大切な時間
を無駄にしないためです。そして、その判断
と決断にはスタッフに納得感を与えられるだ
けの論理性と思いやりがなければならないと
思います。さらに言えば、「素早い判断と決断」
は、性急に事を進めず「待てる」という余裕
とセットになるものです。
　東京大学の中原淳先生が「成果を残せる新
任マネジャー」について論じられた文章の中
で、「成果を規定する要因は、たった 1つの
行動特性である。それは、『動き出す』前に
自分の職場をじっくり観察すること、見たり、
聞いたりすること」であると書かれています。
ここでも「観察」が大きなポイントです。
　最後に「観察」に関して、ある年に異動し
ていく方に贈った言葉を再現します。それは、
「新しい職場に行ったら、まずは正しく落ち
込むことに積極的に努力しろ」です。
　新しい職場やポジションでは、自分が「何
もできない」ことに否応なく対峙しなければ
なりません。しかし、それは大きなチャンス
です。なぜならば、職場と自分を冷静に観察
できるタイミングだからです。つまり、「な
んとなく自信がない」という気分の問題から、
「自分に何が欠けていて、職場の状況はどう
なっていて、何を補い合えるのか？」という
客観的な問題に切り替えるための観察のチャ
ンスなのです。
　ですから新任リーダーになったらまずは
「積極的に正しく落ち込むこと」に真摯に努
力して欲しいと願います。
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注） 茂出木理子．図書館現場に求められるリ
ダーシップとは：優しさと戦略のはざまで
実践してきたこと．館灯．vol. 53，p. 66―75. 
http://ci.nii.ac.jp/naid/110009894275,
　　（参照 2016―08―18）．
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